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(57)【要約】
【課題】１つの信号ラインに印加される表示信号電圧の
周波数を低くしたドット反転駆動を実現して、低消費電
力化を図ることが可能な液晶表示装置を提供すること。
【解決手段】表示パネル１００を構成するｊ列目の信号
線Ｓ（ｊ）を挟むようにして１列ずつ配列される表示画
素Ｐｉｘを、複数の表示画素Ｐｉｘからなるユニット単
位で薄膜トランジスタを介して接続する。各ユニット内
では１列ずつ配列される表示画素Ｐｉｘをｉ行目の走査
線Ｇ（ｉ）の１行毎に交互に信号線Ｓ（ｊ）に薄膜トラ
ンジスタを介して接続する。また、ユニット内の最下行
の表示画素と、このユニットに対して列方向に隣接する
次のユニットの最上行の表示画素とは、信号線Ｓ（ｊ）
を挟むようにして１列ずつ配列される表示画素Ｐｉｘの
うちの同じ列の表示画素Ｐｉｘとなるように薄膜トラン
ジスタを介して接続する。このような画素構成において
、表示信号電圧の極性をユニット毎に反転させる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　隣接する２列の複数の画素電極の間に信号線が配置された液晶表示装置であって、
　前記信号線は、
　　前記２列の複数の画素電極のひとつの行において、一方の第１の画素電極と薄膜トラ
ンジスタを介して接続され、
　　前記２列の複数の画素電極の他のひとつの行において、他方の第２の画素電極と薄膜
トランジスタを介して接続され、
　前記信号線と接続されている複数の画素電極は、前記第１の画素電極と前記第２の画素
電極のうち少なくとも一方が所定の領域で、前記信号線に沿うように複数連続配置されて
いる、
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記信号線と接続されている複数の画素電極は、前記第１の画素電極と前記第２の画素
電極とが前記所定の領域以外では交互に配置されている、
ことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記信号線と接続されている複数の画素電極は、少なくとも前記第１の画素電極と前記
第２の画素電極とを１つずつ以上含む複数のユニットからなり、且つ、前記第１の画素電
極と前記第２の画素電極との配列順序が隣接する２つのユニット間で反転している、
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記信号線と接続されている複数の画素電極は、少なくとも前記第１の画素電極と前記
第２の画素電極とを１つずつ以上含む複数のユニットからなり、且つ、前記第１の画素電
極と前記第２の画素電極との配列順序が隣接する２つのユニット間で反転している、
ことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記所定の領域は前記隣接する２つのユニット間の境界領域である、
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記所定の領域は前記隣接する２つのユニット間の境界領域である、
ことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記信号線と接続されている前記ユニット内では配列された複数の画素電極の極性が同
一であり、且つ、前記隣接する２つのユニット間の画素電極の極性は反転している、
ことを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記信号線と接続されている前記ユニット内では配列された前記複数の画素電極の極性
が同一であり、且つ、前記隣接する２つのユニット間の画素電極の極性は反転している、
ことを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　行方向に配列された複数の走査線と、
　前記行方向と交差する列方向に配列された複数の信号線と、
　前記複数の走査線と前記複数の信号線の各々の交点に対応した位置に配置され、スイッ
チング素子を介して前記走査線と前記信号線とに接続された表示画素と、
　走査信号を前記走査線に順次印加し、該走査信号が印加された走査線に接続された表示
画素を順次選択状態とする走査信号印加手段と、
　表示信号電圧を、前記選択状態とされた表示画素の画素電極に前記信号線を介して印加
する表示信号電圧印加手段と、
　を具備し、
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　前記ユニットを構成する画素電極の数が２以上且つ前記走査線の数未満である、
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　隣接する２つの信号線の間に複数の画素電極が前記信号線に沿うように配列された液晶
表示装置であって、
　配列された前記複数の画素電極は、
　　前記２つの信号線のうちの一方の信号線に薄膜トランジスタを介して接続される第１
の画素電極と、
　　前記２つの信号線のうちの他方の信号線に薄膜トランジスタを介して接続される第２
の画素電極と、
　を有し、
　前記第１の画素電極と前記第２の画素電極のうち少なくとも一方が所定の領域で、前記
信号線に沿うように複数連続配置され、
　配列された前記複数の画素電極の極性が１画素毎に反転している、
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】
　配列された前記複数の画素電極は、前記第１の画素電極と前記第２の画素電極とが前記
所定の領域以外では交互に配置されている、
ことを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　配列された前記複数の画素電極は、少なくとも前記第１の画素電極と前記第２の画素電
極とを１つずつ以上含む複数のグループからなり、且つ、前記第１の画素電極と前記第２
の画素電極との配列順序が隣接する２つのグループ間で反転している、
ことを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　配列された前記複数の画素電極は、少なくとも前記第１の画素電極と前記第２の画素電
極とを１つずつ以上含む複数のグループからなり、且つ、前記第１の画素電極と前記第２
の画素電極との配列順序が隣接する２つのグループ間で反転している、
ことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記所定の領域は前記隣接する２つのグループ間の境界領域である、
ことを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記所定の領域は前記隣接する２つのグループ間の境界領域である、
ことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　行方向に配列された複数の走査線と、
　前記行方向と交差する列方向に配列された複数の信号線と、
　前記複数の走査線と前記複数の信号線の各々の交点に対応した位置に配置され、スイッ
チング素子を介して前記走査線と前記信号線とに接続された表示画素と、
　走査信号を前記走査線に順次印加し、該走査信号が印加された走査線に接続された表示
画素を順次選択状態とする走査信号印加手段と、
　表示信号電圧を、前記選択状態とされた表示画素の画素電極に前記信号線を介して印加
する表示信号電圧印加手段と、
　を具備し、
　前記グループを構成する画素電極の数が２以上且つ前記走査線の数未満である、
ことを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　ｊ列目の信号線に隣接する複数の画素電極を（ｊ－１）列とｊ列とすると、
前記ｊ列目の信号線に薄膜トランジスタを介して接続する画素電極が、



(4) JP 2011-175096 A 2011.9.8

10

20

30

40

50

　ｋを整数としたときには、
　　ｉ　　　　　　行　ｊ　　　列目、
　（ｉ＋１）　　　行（ｊ－１）列目、
　（ｉ＋２）　　　行　ｊ　　　列目、
　（ｉ＋３）　　　行（ｊ－１）列目、
　・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋ｋ－２）　行　ｊ　　　列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ－２）　行（ｊ－１）列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ－１）　行（ｊ－１）列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ－１）　行　ｊ　　　列目（ｋが奇数の場合）、
であるｉ行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素電極のユニットと、
　（ｉ＋ｋ）　　　行（ｊ－１）列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ）　　　行　ｊ　　　列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋１）　行　ｊ　　　列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋１）　行（ｊ－１）列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋２）　行（ｊ－１）列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋２）　行　ｊ　　　列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋３）　行　ｊ　　　列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋３）　行（ｊ－１）列目（ｋが奇数の場合）、
　・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋２ｋ－２）行（ｊ－１）列目、
　（ｉ＋２ｋ－１）行　ｊ　　　列目、
である（ｉ＋ｋ）行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素電極のユニットと、
からなり、
　または、
　ｋを整数としたときには、
　　ｉ　　　　　　行（ｊ－１）列目、
　（ｉ＋１）　　　行　ｊ　　　列目、
　（ｉ＋２）　　　行（ｊ－１）列目、
　（ｉ＋３）　　　行　ｊ　　　列目、
　・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋ｋ－２）　行（ｊ－１）列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ－２）　行　ｊ　　　列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ－１）　行　ｊ　　　列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ－１）　行（ｊ－１）列目（ｋが奇数の場合）、
であるｉ行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素電極のユニットと、
　（ｉ＋ｋ）　　　行　ｊ　　　列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ）　　　行（ｊ－１）列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋１）　行（ｊ－１）列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋１）　行　ｊ　　　列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋２）　行　ｊ　　　列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋２）　行（ｊ－１）列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋３）　行（ｊ－１）列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋３）　行　ｊ　　　列目（ｋが奇数の場合）
　・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋２ｋ－２）行　ｊ　　　列目、
　（ｉ＋２ｋ－１）行（ｊ－１）列目、
である（ｉ＋ｋ）行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素電極のユニットと、
からなり、
　前記信号線と接続されている前記ユニット内では配列された複数の画素電極の極性が同
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一であり、且つ、前記隣接する２つのユニット間の画素電極の極性は反転している、
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１８】
　行方向に配列されたｍ本の走査線と、
　前記行方向と交差する列方向に配列された（ｎ＋１）本の信号線と、
　前記走査線と前記信号線の各々の交点に対応した位置に配置され、スイッチング素子を
介して前記走査線と前記信号線とに接続された（ｍ×ｎ）個の表示画素と、
　走査信号を前記走査線に順次印加し、該走査信号が印加された走査線に接続された表示
画素を順次選択状態とする走査信号印加手段と、
　表示信号電圧を、前記選択状態とされた表示画素の画素電極に前記信号線を介して印加
する表示信号電圧印加手段と、
　を具備し、
　前記整数ｋの数が２以上且つ前記走査線の数ｍ未満である、
ことを特徴とする請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項１９】
　ｊ列目の信号線と（ｊ＋１）列目の信号線の間に配列する複数の画素電極をｊ列とする
と、
　配列された前記複数の画素電極は、
　ｋを整数としたときには、
　　ｉ　　　　　　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に、
　（ｉ＋１）　　　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に、
　（ｉ＋２）　　　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に、
　（ｉ＋３）　　　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に、
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋ｋ－２）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ－２）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ－１）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ－１）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　薄膜トランジスタを介して接続される、ｉ行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素電極の
グループと、
　（ｉ＋ｋ）　　　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ）　　　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋１）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋１）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋２）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋２）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋３）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋３）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋２ｋ－２）行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に、
　（ｉ＋２ｋ－１）行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に、
薄膜トランジスタを介して接続される、（ｉ＋ｋ）行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素
電極のグループと、
からなり、
　または、
　ｋを整数としたときには、
　　ｉ　　　　　　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に、
　（ｉ＋１）　　　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に、
　（ｉ＋２）　　　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に、
　（ｉ＋３）　　　行目の画素電極が　ｊ列目の信号線に、
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　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋ｋ－２）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ－２）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ－１）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ－１）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
薄膜トランジスタを介して接続される、ｉ行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素電極のグ
ループと、
　（ｉ＋ｋ）　　　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ）　　　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋１）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋１）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋２）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋２）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋３）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋３）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋２ｋ－２）行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に、
　（ｉ＋２ｋ－１）行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に、
薄膜トランジスタを介して接続される、（ｉ＋ｋ）行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素
電極のグループと、
からなり、
　配列された前記複数の画素電極の極性が１画素毎に反転している、
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２０】
　行方向に配列されたｍ本の走査線と、
　前記行方向と交差する列方向に配列された（ｎ＋１）本の信号線と、
　前記走査線と前記信号線の各々の交点に対応した位置に配置され、スイッチング素子を
介して前記走査線と前記信号線とに接続された（ｍ×ｎ）個の表示画素と、
　走査信号を前記走査線に順次印加し、該走査信号が印加された走査線に接続された表示
画素を順次選択状態とする走査信号印加手段と、
　表示信号電圧を、前記選択状態とされた表示画素の画素電極に前記信号線を介して印加
する表示信号電圧印加手段と、
　を具備し、
　前記整数ｋの数が２以上且つ前記走査線の数ｍ未満である、
ことを特徴とする請求項１９に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドット反転駆動に対応した液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液晶表示装置は、画素電極とコモン電極との間に液晶が狭持されてなる表示画
素が２次元状に配されて構成される表示パネルを有し、表示画素の画素電極とコモン電極
の各々に電圧を印加することによって表示を行う。一般に、液晶は印加される電圧の大き
さによって光透過率を変化させる特性を有しているため、コモン電極に印加する電圧（コ
モン電圧）の大きさを一定としておき、表示させるべき画像の階調レベル情報を示す画像
データに応じた大きさの表示信号電圧を画素電極に印加することにより、所望の階調レベ
ルでの画像表示を行うことが可能である。
【０００３】
　一般に、液晶は、直流電圧を長時間印加すると特性が劣化することが知られている。し
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たがって、液晶の長寿命化等のために、液晶に印加される電圧の極性を交流的に変化させ
る必要がある。このための手法の１つとして、表示画素に印加する表示信号電圧の極性を
表示画素単位で反転するドット反転駆動が知られている（例えば、特許文献１参照）。ド
ット反転駆動を用いることにより表示の際のフリッカを抑えることも可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２９２９２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　１ドット反転駆動、特に、同一列の表示画素が同一の信号ラインに接続されてなる表示
パネルにおける１ドット反転駆動においては、１つの信号ラインで見ると、列方向の１表
示画素毎に表示信号電圧の極性を反転させることになる。このため、１つの信号ラインに
印加される表示信号電圧の周波数が相対的に高くなり、これに伴って消費電力も大きくな
る。
【０００６】
　本発明は、上記の事情に鑑みてなされたもので、１つの信号ラインに印加される表示信
号電圧の周波数を低くしたドット反転駆動を実現して、低消費電力化を図ることが可能な
液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明の第１の態様の液晶表示装置は、隣接する２列の
複数の画素電極の間に信号線が配置された液晶表示装置であって、前記信号線は、前記２
列の複数の画素電極のひとつの行において、一方の第１の画素電極と薄膜トランジスタを
介して接続され、前記２列の複数の画素電極の他のひとつの行において、他方の第２の画
素電極と薄膜トランジスタを介して接続され、前記信号線と接続されている複数の画素電
極は、前記第１の画素電極と前記第２の画素電極のうち少なくとも一方が所定の領域で、
前記信号線に沿うように複数連続配置されている、ことを特徴とする。
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明の第２の態様の液晶表示装置は、隣接する２つの
信号線の間に複数の画素電極が前記信号線に沿うように配列された液晶表示装置であって
、配列された前記複数の画素電極は、前記２つの信号線のうちの一方の信号線に薄膜トラ
ンジスタを介して接続される第１の画素電極と、前記２つの信号線のうちの他方の信号線
に薄膜トランジスタを介して接続される第２の画素電極と、を有し、前記第１の画素電極
と前記第２の画素電極のうち少なくとも一方が所定の領域で、前記信号線に沿うように複
数連続配置され、配列された前記複数の画素電極の極性が１画素毎に反転している、
ことを特徴とする。
【０００９】
　上記の目的を達成するために、本発明の第３の態様の液晶表示装置は、ｊ列目の信号線
に隣接する複数の画素電極を（ｊ－１）列とｊ列とすると、前記ｊ列目の信号線に薄膜ト
ランジスタを介して接続する画素電極が、ｋを整数としたときには、
　　ｉ　　　　　　行　ｊ　　　列目、
　（ｉ＋１）　　　行（ｊ－１）列目、
　（ｉ＋２）　　　行　ｊ　　　列目、
　（ｉ＋３）　　　行（ｊ－１）列目、
　・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋ｋ－２）　行　ｊ　　　列目（ｋが偶数の場合）、
　（ｉ＋ｋ－２）　行（ｊ－１）列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ－１）　行（ｊ－１）列目（ｋが偶数の場合）、
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　（ｉ＋ｋ－１）　行　ｊ　　　列目（ｋが奇数の場合）、
であるｉ行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素電極のユニットと、
　（ｉ＋ｋ）　　　行（ｊ－１）列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ）　　　行　ｊ　　　列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋１）　行　ｊ　　　列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋１）　行（ｊ－１）列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋２）　行（ｊ－１）列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋２）　行　ｊ　　　列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋３）　行　ｊ　　　列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋３）　行（ｊ－１）列目（ｋが奇数の場合）、
　・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋２ｋ－２）行（ｊ－１）列目、
　（ｉ＋２ｋ－１）行　ｊ　　　列目、
である（ｉ＋ｋ）行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素電極のユニットと、からなり、
　または、ｋを整数としたときには、
　　ｉ　　　　　　行（ｊ－１）列目、
　（ｉ＋１）　　　行　ｊ　　　列目、
　（ｉ＋２）　　　行（ｊ－１）列目、
　（ｉ＋３）　　　行　ｊ　　　列目、
　・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋ｋ－２）　行（ｊ－１）列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ－２）　行　ｊ　　　列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ－１）　行　ｊ　　　列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ－１）　行（ｊ－１）列目（ｋが奇数の場合）、
であるｉ行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素電極のユニットと、
　（ｉ＋ｋ）　　　行　ｊ　　　列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ）　　　行（ｊ－１）列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋１）　行（ｊ－１）列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋１）　行　ｊ　　　列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋２）　行　ｊ　　　列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋２）　行（ｊ－１）列目（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋３）　行（ｊ－１）列目（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋３）　行　ｊ　　　列目（ｋが奇数の場合）、
　・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋２ｋ－２）行　ｊ　　　列目、
　（ｉ＋２ｋ－１）行（ｊ－１）列目、
である（ｉ＋ｋ）行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素電極のユニットと、からなり、
　前記信号線と接続されている前記ユニット内では配列された複数の画素電極の極性が同
一であり、且つ、前記隣接する２つのユニット間の画素電極の極性は反転している、こと
を特徴とする。
【００１０】
　上記の目的を達成するために、本発明の第４の態様の液晶表示装置は、ｊ列目の信号線
と（ｊ＋１）列目の信号線の間に配列する複数の画素電極をｊ列とすると、
　配列された前記複数の画素電極は、ｋを整数としたときには、
　　ｉ　　　　　　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に、
　（ｉ＋１）　　　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に、
　（ｉ＋２）　　　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に、
　（ｉ＋３）　　　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に、
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋ｋ－２）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
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　　（ｉ＋ｋ－２）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ－１）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ－１）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
薄膜トランジスタを介して接続される、ｉ行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素電極のグ
ループと、
　（ｉ＋ｋ）　　　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ）　　　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋１）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋１）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋２）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋２）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋３）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋３）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋２ｋ－２）行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に、
　（ｉ＋２ｋ－１）行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に、
薄膜トランジスタを介して接続される、（ｉ＋ｋ）行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素
電極のグループと、からなり、
　または、ｋを整数としたときには、
　　ｉ　　　　　　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に、
　（ｉ＋１）　　　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に、
　（ｉ＋２）　　　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に、
　（ｉ＋３）　　　行目の画素電極が　ｊ列目の信号線に、
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋ｋ－２）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ－２）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ－１）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ－１）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
薄膜トランジスタを介して接続される、ｉ行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素電極のグ
ループと、
　（ｉ＋ｋ）　　　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ）　　　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋１）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋１）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋２）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋２）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　（ｉ＋ｋ＋３）　行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に（ｋが偶数の場合）、
　　（ｉ＋ｋ＋３）　行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に（ｋが奇数の場合）、
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　（ｉ＋２ｋ－２）行目の画素電極が　ｊ　　　列目の信号線に、
　（ｉ＋２ｋ－１）行目の画素電極が（ｊ＋１）列目の信号線に、
薄膜トランジスタを介して接続される、（ｉ＋ｋ）行から始まりｋ行にわたるｋ個の画素
電極のグループと、からなり、
　配列された前記複数の画素電極の極性が１画素毎に反転している、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、１つの信号ラインに印加される表示信号電圧の周波数を低くしたドッ
ト反転駆動が実現でき、低消費電力な液晶表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
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【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を備えた電子機器の一例としての携帯電
話機の外観を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の構成を示す図である。
【図３】信号ドライバの構成の一例を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態における液晶表示装置の駆動方法を適用した場合の、表示信
号電圧の極性反転の概要を示した図である。
【図５】信号線Ｓ（３）に印加される表示信号電圧の極性を示すタイミングチャートであ
る。
【図６】図２の画素構成を１行分下にずらした変形例の画素構成における、表示信号電圧
の極性反転の概要を示した図である。
【図７】図６の変形例において、信号線Ｓ（３）に印加される表示信号電圧の極性を示す
タイミングチャートである。
【図８】１つのユニット内に３個の表示画素が含まれる変形例の画素構成における、表示
信号電圧の極性反転の概要を示した図である。
【図９】図８の変形例において、信号線Ｓ（３）に印加される表示信号電圧の極性を示す
タイミングチャートである。
【図１０】１つのユニット内に４個の表示画素が含まれる変形例の画素構成における、表
示信号電圧の極性反転の概要を示した図である。
【図１１】図１０の変形例において、信号線Ｓ（３）に印加される表示信号電圧の極性を
示すタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。　
　図１は、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を備えた電子機器の一例としての携帯
電話機の外観を示す図である。図１に示す携帯電話機１０は、マイクロフォン１１と、ア
ンテナ１２と、スピーカ１３と、液晶表示装置１４と、操作部１５とを有している。
【００１４】
　マイクロフォン１１は、携帯電話機１０の使用者によって入力される音声を電気信号に
変換するものである。アンテナ１２は、携帯電話機１０が図示しない基地局と通信するた
めのアンテナである。スピーカ１３は、別の携帯電話機等から基地局を経由してアンテナ
１２で受信された音声信号を音声に変換して出力するものである。液晶表示装置１４は、
各種の画像を表示するものである。操作部１５は、携帯電話機１０の使用者が携帯電話機
１０の操作を行うための操作部である。
【００１５】
　図２は、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置１４の構成を示す図である。図２に示
すように、液晶表示装置１４は、表示パネル１００と、走査ドライバ２００と、信号ドラ
イバ３００と、ＶＣＯＭ供給部４００とを有している。
【００１６】
　表示パネル１００は、液晶表示装置１４の外部から供給される画像データＤに基づく画
像を表示する表示部である。この表示パネル１００は、表示画素側基板１００ａと対向側
基板１００ｂとの間に液晶が介在されて構成されている。
【００１７】
　表示パネル１００の表示画素側基板１００ａには、複数の走査線Ｇ（ｉ）（ｉ＝１、２
、…、ｍ）と複数の信号線Ｓ（ｊ）（ｊ＝１、２、…、ｎ、ｎ＋１）（通常よりも１本多
い）とが交差するように延伸配設されている。そして、走査線Ｇ（ｉ）と信号線Ｓ（ｊ）
との各交点に対応した位置には画素電極が配置されている。画素電極は、対向側基板１０
０ｂのコモン電極とともに表示画素Ｐｉｘを構成する。そして、この画素電極は、例えば
ＩＴＯ（インジウム錫酸化物）等の透明導電膜で構成されており、スイッチング素子とし
ての薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を介して走査線Ｇ（ｉ）と信号線Ｓ（ｊ）とに接続され
ている。画素電極の総数及びＴＦＴの総数は（ｍ×ｎ）個である。
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【００１８】
　また、表示パネル１００の対向側基板１００ｂは、表示画素側基板１００ａと対向する
ように配置されている。この対向側基板１００ｂにはコモン電極ＣＯＭが形成されている
。
【００１９】
　表示画素側基板１００ａと対向側基板１００ｂとは図示しないシール材によって接着さ
れ、またこのシール材によって表示画素側基板１００ａと対向側基板１００ｂとの間から
液晶が漏れ出さないように封止されている。
【００２０】
　このような構成において、表示画素側基板１００ａに形成された画素電極と、表示画素
側基板１００ａと対向側基板１００ｂとの間に狭持された液晶と、対向側基板１００ｂに
形成されたコモン電極ＣＯＭとによって１つの表示画素Ｐｉｘが構成されている。このよ
うな表示画素Ｐｉｘは、図２に示すようにして２次元状に配列される。ここで、以下の説
明においては、走査線に沿った方向を表示パネル１００の行方向、信号線に沿った方向を
表示パネル１００の列方向とする。また、図２の表示パネル１００における最上行に配列
される表示画素Ｐｉｘを１行目の表示画素とし、図２の表示パネル１００における最左列
に配列される表示画素Ｐｉｘを１列目の表示画素とする。
【００２１】
　本実施形態では、ｊ列目の信号線Ｓ（ｊ）を挟むようにして１列ずつ配列される表示画
素Ｐｉｘ（即ち、（ｊ－１）列目の表示画素Ｐｉｘとｊ列目の表示画素Ｐｉｘ）を、ｋ個
毎の表示画素Ｐｉｘのユニット単位で信号線Ｓ（ｊ）に薄膜トランジスタを介して接続す
る。そして、各ユニット内では、信号線Ｓ（ｊ）を挟むようにして１列ずつ配列される表
示画素Ｐｉｘをｉ行目の走査線Ｇ（ｉ）の１行毎に交互に信号線Ｓ（ｊ）に薄膜トランジ
スタを介して接続する。また、あるユニット内の最下行の表示画素と、このユニットに対
して列方向に隣接する次のユニットの最上行の表示画素とは、信号線Ｓ（ｊ）を挟むよう
にして１列ずつ配列される表示画素Ｐｉｘのうちの同じ列の表示画素Ｐｉｘとなるように
薄膜トランジスタを介して接続する。
【００２２】
　図２の破線枠は、例として、信号線Ｓ（３）に接続される各ユニットに属する表示画素
Ｐｉｘを示している。ここで、１個のユニットが２個の表示画素Ｐｉｘで構成されている
例を示している。以下、表示パネル１００の上側のユニットから１、２、３、…と番号付
けて説明する。
【００２３】
　信号線Ｓ（３）に注目すると、１行目と２行目の表示画素Ｐｉｘでなる１番目のユニッ
トにおいては、３列目の表示画素Ｐｉｘを１行目の表示画素として接続し、２列目の表示
画素Ｐｉｘを２行目の表示画素として接続する。逆に、３行目と４行目の表示画素Ｐｉｘ
でなる２番目のユニットにおいては、２列目の表示画素Ｐｉｘを３行目の表示画素として
接続し、３列目の表示画素Ｐｉｘを４行目の表示画素として接続する。以後も同様にして
表示画素Ｐｉｘの接続を行う。即ち、奇数番目のユニットに関しては、３列目、２列目の
順で表示画素Ｐｉｘを接続し、偶数番目のユニットに関しては、２列目、３列目の順で表
示画素Ｐｉｘを接続する。
【００２４】
　なお、一般化して信号線Ｓ（ｊ）で考えた場合には、奇数番目のユニットに関しては、
ｊ列目、（ｊ－１）列目の順で表示画素Ｐｉｘを接続し、偶数番目のユニットに関しては
、（ｊ－１）列目、ｊ列目の順で表示画素Ｐｉｘを接続する。逆に、奇数番目のユニット
において、（ｊ－１）列目、ｊ列目の順で表示画素Ｐｉｘを接続し、偶数番目のユニット
において、ｊ列目、（ｊ－１）列目の順で表示画素Ｐｉｘを接続するようにしても良い。
ただし、表示パネル１００の端の列に対応した信号線Ｓ（１）、信号線Ｓ（ｎ＋１）につ
いてはそれぞれの信号線を挟むようにして表示画素Ｐｉｘが配置されていないため、各ユ
ニットを構成する表示画素Ｐｉｘの数が１個となる。
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【００２５】
　走査ドライバ２００は、シフトレジスタ等を備えて構成され、表示パネル１００の走査
線Ｇ（ｉ）に走査信号を順次印加する。この走査ドライバ２００は、図示しない制御部か
ら垂直同期信号Ｖｓが入力される毎に、ｍ本の走査線への走査信号の印加を開始する。こ
の際、走査ドライバ２００は、図示しない制御部から水平制御信号Ｈｓを受ける毎に、１
行分のＴＦＴをオンするための走査信号をゲートオフレベルからゲートオンレベルに切り
替える。これにより、この１行分のＴＦＴに接続された表示画素Ｐｉｘが選択状態となる
。ここで、垂直制御信号Ｖｓは、表示パネル１００の１画面分の表示を行うための期間で
ある１フレーム毎に印加されるものである。また、水平制御信号Ｈｓは、表示パネル１０
０の１行分（１本の走査線分）の表示信号電圧（階調信号）を書き込むための期間である
１水平期間毎に印加されるものである。
【００２６】
　表示信号電圧印加手段としての機能を有する信号ドライバ３００は、表示パネル１００
の信号線Ｓ（ｊ）に表示信号電圧を印加する。この信号ドライバ３００は、図３に示すよ
うに、サンプリングメモリ３０１、データラッチ部３０２、Ｄ／Ａ変換回路（ＤＡＣ）３
０３、及び表示信号電圧生成回路３０４を有している。
【００２７】
　サンプリングメモリ３０１は、図示しない制御部からの水平同期信号Ｈｓを受けて、１
水平期間分に相当するｎ個の表示画素Ｐｉｘに対応した画像データＤを、基準クロック信
号ｃｌｋに同期して１表示画素分ずつ順次記憶する。このため、サンプリングメモリ３０
１は、信号線Ｓ（ｊ）の数と同数（（ｎ＋１）個）のデータ格納領域を備えている。ここ
で、画像データＤは、各表示画素で表示すべき階調レベル情報であり、例えば８ビットの
デジタルデータとして表される。
【００２８】
　データラッチ部３０２は、図示しない制御部から水平同期信号Ｈｓを受けてサンプリン
グメモリ３０１の各格納領域に記憶されている１水平期間分の画像データＤを一斉に取り
込み、取り込んだ画像データＤをＤ／Ａ変換回路３０３に出力する。
【００２９】
　Ｄ／Ａ変換回路３０３は、データラッチ部３０２から出力された画像データＤをデコー
ドし、デコードした結果として示される階調レベル情報に対応した表示信号電圧を表示信
号電圧生成回路３０４から供給される表示信号電圧の中から選択し、選択した表示信号電
圧を、対応する信号線Ｓ（ｊ）に出力する。このＤ／Ａ変換回路３０３は、複数のＤＡＣ
部３０３１及び出力アンプ部３０３２を有している。ＤＡＣ部３０３１は、画像データＤ
のデコード結果に応じて表示信号電圧生成回路３０４から供給される表示信号電圧を選択
する。出力アンプ部３０３２は、対応するＤＡＣ部３０３１によって選択された表示信号
電圧を増幅して対応する信号線Ｓ（ｊ）に出力する。信号線Ｓ（ｊ）に出力された表示信
号電圧は、走査ドライバ２００によってオン状態とされたＴＦＴを介して画素電極に印加
される。これにより、表示信号電圧の印加によって画素電極に発生する画素電極電圧とコ
モン電圧との差の電圧が、画素電極とコモン電極との間に狭持された液晶に印加され、対
応する表示画素での画像表示が行われる。
【００３０】
　表示信号電圧生成回路３０４は、画像データＤが取り得る階調レベル（例えばＤが８ビ
ットのデジタルデータとして表される場合には２５６階調）に対応した表示信号電圧を、
例えば、所定の電源電圧を階調レベル数に対応した複数の抵抗によって分割する抵抗分割
方式によって生成する。ここで、液晶は、直流電圧を長時間印加すると特性が劣化する性
質を有している。したがって、液晶の長寿命化等のためには、液晶に印加される電圧の極
性（画素電極電圧とコモン電圧との大小関係）を交流的に変化させる必要がある。このた
めの手法として、本実施形態ではドット反転駆動を用いる。ドット反転駆動は、液晶に印
加される電圧の極性を１表示画素（或いは複数表示画素）単位で変化させる駆動方式であ
る。このようなドット反転駆動を行うため、表示信号電圧生成回路３０４は、電圧レベル
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がコモン電圧よりも高い正極側の表示信号電圧Ｖ＋と電圧レベルがコモン電圧よりも低い
負極側の表示信号電圧Ｖ－とを生成可能になされている。表示信号電圧Ｖ＋と表示信号電
圧Ｖ－とは、それぞれが、画像データＤが取り得る階調レベル（例えばＤが８ビットのデ
ジタルデータとして表される場合には２５６階調）に対応した電圧レベルを有している。
このような構成において、表示信号電圧生成回路３０４は、図示しない制御部からの極性
反転制御信号Ｐｏｌに応じて正極側の表示信号電圧Ｖ＋と負極側の表示信号電圧Ｖ－との
何れかを選択してＤ／Ａ変換回路３０３に供給する。ここでは、例えば、極性反転制御信
号Ｐｏｌがハイレベルの場合に表示信号電圧Ｖ＋を選択し、極性反転制御信号Ｐｏｌがロ
ーレベルの場合に表示信号電圧Ｖ－を選択するものとする。
【００３１】
　ＶＣＯＭ供給部４００は、所定の電源からコモン電圧を生成し、この生成したコモン電
圧を対向側基板１００ｂに形成されたコモン電極に印加する。本実施形態におけるコモン
電圧は固定の電位レベルを有するものである。
【００３２】
　以下、本実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法について説明する。なお、以下の例で
は、表示信号電圧の極性を１表示画素毎に反転させる１ドット反転駆動に本実施形態の液
晶装置の駆動方法を適用した場合について説明する。
【００３３】
　図４は、本実施形態における液晶表示装置の駆動方法を適用した場合の、表示信号電圧
の極性反転の概要を示した図である。ここで、図４（ａ）は、奇数フレームにおける表示
信号電圧の極性を示している。また、図４（ｂ）は、偶数フレームにおける表示信号電圧
の極性を示している。
【００３４】
　本実施形態においては、各信号線に印加する表示信号電圧の極性を、上述したユニット
を構成する表示画素Ｐｉｘの数毎に反転させるようにする。さらに、１ドット反転駆動な
ので、隣り合う信号線間においても表示信号電圧の極性を反転させるようにするとともに
、奇数フレームと偶数フレームでも表示信号電圧の極性を反転させるようにする。
【００３５】
　例えば、図２では１個のユニットが２個の表示画素Ｐｉｘによって構成されている。こ
の場合には、表示信号電圧の極性を２水平期間（即ちユニットを構成する２個の表示画素
の全てが選択状態となる期間）毎に反転させる。例えば、信号線Ｓ（３）に注目すると、
奇数フレームにおいて信号線Ｓ（３）に印加する表示信号電圧の極性は、図４（ａ）に示
すように、１行目及び２行目を正極性、３行目及び４行目を負極性、５行目及び６行目を
正極性、…、とする。また、偶数フレームにおいて信号線Ｓ（３）に印加する表示信号電
圧の極性は、図４（ｂ）に示すように、１行目及び２行目を負極性、３行目及び４行目を
正極性、５行目及び６行目を負極性、…、とする。また、信号線Ｓ（３）の隣の信号線Ｓ
（４）に注目すると、奇数フレームにおいて信号線Ｓ（４）に印加する表示信号電圧の極
性は、図４（ａ）に示すように、１行目及び２行目を負極性、３行目及び４行目を正極性
、５行目及び６行目を負極性、…、とする。また、偶数フレームにおいて信号線Ｓ（４）
に印加する表示信号電圧の極性は、図４（ｂ）に示すように、１行目及び２行目を正極性
、３行目及び４行目を負極性、５行目及び６行目を正極性、…、とする。
【００３６】
　このようにして表示信号電圧の極性を反転させることによって、表示パネル１００の全
体では、図４（ａ）及び図４（ｂ）で示すようにして、各表示画素に印加される表示信号
電圧の極性が１表示画素毎に反転する１ドット反転駆動となる。
【００３７】
　図５は、信号線Ｓ（３）に印加される表示信号電圧の極性を示すタイミングチャートで
ある。なお、図５は、６水平期間分までのタイミングチャートであるが、７水平期間以後
も６水平期間までと同様にして極性が反転する。
【００３８】
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　上述したように、本実施形態では、ｊ列目の信号線Ｓ（ｊ）を挟むようにして１列ずつ
配列される表示画素Ｐｉｘ（即ち、（ｊ－１）列目の表示画素Ｐｉｘとｊ列目の表示画素
Ｐｉｘ）を、ｋ個毎の表示画素Ｐｉｘのユニット単位で信号線Ｓ（ｊ）に薄膜トランジス
タを介して接続している。そして、各ユニット内では、信号線Ｓ（ｊ）を挟むようにして
１列ずつ配列される表示画素Ｐｉｘをｉ行目の走査線Ｇ（ｉ）の１行毎に交互に信号線Ｓ
（ｊ）に薄膜トランジスタを介して接続し、各ユニット内の最下行の表示画素と、このユ
ニットに対して列方向に隣接する次のユニットの最上行の表示画素とは、信号線Ｓ（ｊ）
を挟むようにして１列ずつ配列される表示画素Ｐｉｘのうちの同じ列の表示画素Ｐｉｘと
なるように薄膜トランジスタを介して接続している。
【００３９】
　このようにして表示画素Ｐｉｘを信号線に接続することで、表示パネル１００の隣接す
る２つの信号線に挟まれた表示画素Ｐｉｘを列方向で見た場合、１行目の表示画素Ｐｉｘ
と２行目の表示画素Ｐｉｘとがそれぞれ異なる信号線に接続された状態となる。同様に、
２行目の表示画素Ｐｉｘと３行目の表示画素Ｐｉｘ、３行目の表示画素Ｐｉｘと４行目の
表示画素Ｐｉｘ、…、(ｋ－１)行目の表示画素Ｐｉｘとｋ行目の表示画素Ｐｉｘもそれぞ
れ異なる信号線に接続された状態となる。但し、ｋ行目の表示画素Ｐｉｘと（ｋ＋１）行
目の表示画素Ｐｉｘは同一の信号線に接続された状態となる。さらに、（ｋ＋１）行目の
表示画素Ｐｉｘと（ｋ＋２）行目の表示画素Ｐｉｘとがそれぞれ異なる信号線に接続され
た状態となる。同様に、（ｋ＋２）行目の表示画素Ｐｉｘと（ｋ＋３）行目の表示画素Ｐ
ｉｘ、（ｋ＋３）行目の表示画素Ｐｉｘと（ｋ＋４）行目の表示画素Ｐｉｘ、…、(２ｋ
－１)行目の表示画素Ｐｉｘと２ｋ行目の表示画素Ｐｉｘもそれぞれ異なる信号線に接続
された状態となる。このｋ個毎の表示画素Ｐｉｘをグループと呼ぶことにする。
【００４０】
　このように表示画素Ｐｉｘを接続した状態で、図４に示したようにして、信号線に印加
される表示信号電圧の極性を２水平期間毎に反転させることで１ドット反転駆動が実現さ
れる。即ち、１つの信号線に印加される表示信号電圧の極性反転周波数を２水平期間毎に
１回としつつ、１ドット反転駆動を行うことが可能となる。
【００４１】
　これに対し、同一列の表示画素を１つの信号線に接続して１ドット反転駆動を行った場
合には、表示信号電圧の極性反転周波数が１水平期間毎に１回となる。このようにして、
本実施形態では、１ドット反転駆動における表示信号電圧の極性反転周波数を低減させる
ことが可能であり、これにより消費電力の低減を図ることが可能となる。
【００４２】
　ここで、図２で示した画素構成は、上下左右方向に数画素程度ずらしても、消費電力の
低減を図ることは可能である。例えば、図６は、図２で示した画素構成を図面下方向に１
画素分（１行分）ずらしたものである。この場合には、図６（ａ）、図６（ｂ）で示すよ
うに、１行目の表示画素Ｐｉｘと２行目の表示画素Ｐｉｘとに対応した期間のみ、各信号
線に印加する表示信号電圧の極性を１水平期間で反転させる。それ以後は表示信号電圧の
極性を２水平期間毎に反転させる。このような１ドット反転駆動を行った場合のタイミン
グチャートを図７に示す。図６で示したような１ドット反転駆動を行った場合には、１行
目の表示画素Ｐｉｘと２行目の表示画素Ｐｉｘとに対応した期間のみ、表示信号電圧の極
性反転周波数が１水平期間毎に１回となり、それ以後は表示信号電圧の極性反転周波数が
２水平期間毎に１回となる。
【００４３】
　また、図２の例は、１個のユニット内の表示画素Ｐｉｘの数を２個としている。これに
対し、１個のユニット内の表示画素Ｐｉｘの数は２個よりも大きい複数として良い。
【００４４】
　例えば、図８は、１個のユニット内の表示画素Ｐｉｘの数を３個とした場合の例である
。この場合には、図８に示すように、ある信号線Ｓ（ｊ）に対し、奇数番目のユニットに
関しては、ｊ列目、（ｊ－１）列目、ｊ列目の順で表示画素Ｐｉｘを接続し、偶数番目の
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ユニットに関しても、ｊ列目、（ｊ－１）列目、ｊ列目の順で表示画素Ｐｉｘを接続する
。逆に、奇数番目のユニットにおいて、（ｊ－１）列目、ｊ列目、（ｊ－１）の順で表示
画素Ｐｉｘを接続し、偶数番目のユニットにおいても、（ｊ－１）列目、ｊ列目、（ｊ－
１）列目の順で表示画素Ｐｉｘを接続するようにしても良い。
【００４５】
　また、ユニット内の表示画素Ｐｉｘの数が３個なので、表示信号電圧の極性を３水平期
間毎に反転させる。例えば、信号線Ｓ（３）に注目すると、奇数フレームにおいて信号線
Ｓ（３）に印加する表示信号電圧の極性は、図８（ａ）に示すように、１行目－３行目を
正極性、４行目－６行目を負極性、７行目－９行目を正極性、…、とする。また、偶数フ
レームにおいて信号線Ｓ（３）に印加する表示信号電圧の極性は、図８（ｂ）に示すよう
に、１行目－３行目を負極性、４行目－６行目を正極性、７行目－９行目を負極性、…、
とする。
【００４６】
　図８（ａ）及び図８（ｂ）に示すような画素構成とし、図８（ａ）及び図８（ｂ）に示
すようにして表示信号電圧の極性反転を行うことでも、１ドット反転駆動が実現される。
また、このような１ドット反転駆動を行った場合のタイミングチャートを図９に示す。図
８で示したような１ドット反転駆動を行った場合には、図９に示すように、表示信号電圧
の極性反転周波数が３水平期間毎に１回となり、より消費電力の低減を図ることが可能で
ある。
【００４７】
　さらに、図１０は、１個のユニット内の表示画素Ｐｉｘの数を４個とした場合の例であ
る。この場合には、図１０に示すように、ある信号線Ｓ（ｊ）に対し、奇数番目のユニッ
トに関しては、ｊ列目、（ｊ－１）列目、ｊ列目、（ｊ－１）列目の順で表示画素Ｐｉｘ
を接続し、偶数番目のユニットに関しては、（ｊ－１）列目、ｊ列目、（ｊ－１）、ｊ列
目の順で表示画素Ｐｉｘを接続する。逆に、奇数番目のユニットにおいて、（ｊ－１）列
目、ｊ列目、（ｊ－１）、ｊ列目の順で表示画素Ｐｉｘを接続し、偶数番目のユニットに
おいて、ｊ列目、（ｊ－１）列目、ｊ列目、（ｊ－１）列目の順で表示画素Ｐｉｘを接続
するようにしても良い。
【００４８】
　また、ユニット内の表示画素Ｐｉｘの数が４個なので、表示信号電圧の極性を４水平期
間毎に反転させる。例えば、信号線Ｓ（３）に注目すると、奇数フレームにおいて信号線
Ｓ（３）に印加する表示信号電圧の極性は、図１０（ａ）に示すように、１行目－４行目
を正極性、５行目－８行目を負極性、９行目－１２行目を正極性、…、とする。また、偶
数フレームにおいて信号線Ｓ（３）に印加する表示信号電圧の極性は、図１０（ｂ）に示
すように、１行目－４行目を負極性、５行目－８行目を正極性、９行目－１２行目を負極
性、…、とする。
【００４９】
　図１０（ａ）及び図１０（ｂ）に示すような画素構成とし、図１０（ａ）及び図１０（
ｂ）に示すようにして表示信号電圧の極性反転を行うことでも、１ドット反転駆動が実現
される。また、このような１ドット反転駆動を行った場合のタイミングチャートを図１１
に示す。図１０で示したような１ドット反転駆動を行った場合には、図１１に示すように
、表示信号電圧の極性反転周波数が４水平期間毎に１回となり、より消費電力の低減を図
ることが可能である。
【００５０】
　このように、１個のユニット内の表示画素数を増やすことにより、表示信号電圧の極性
反転周波数を低くしつつ、１ドット反転駆動を行うことが可能である。ただし、例えば、
１個のユニット内の表示画素数ｋを（ｎ/２）とした場合には、表示パネル１００の中央
付近で駆動が変わることになり、これが視認性に影響を与えることが考えられる。このた
め、１個のユニット内の表示画素数ｋは表示信号電圧の極性反転周波数と視認性の双方を
考慮して決定することが望ましい。
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【００５１】
　１個のユニット内の表示画素数ｋが（ｎ/２）を越える場合には、２番目のユニットは
行数が足りなくなる。この場合はｍ行目の最後の行で打ち切るものとする。
【００５２】
　このようにすると、表示パネル１００の隣接する２つの信号線に挟まれた表示画素Ｐｉ
ｘを列方向で見ると、１個のグループ内の表示画素数を同様にｋとして、図４及び図６（
ｋ＝２の場合）、図８（ｋ＝３の場合）、図１０（ｋ＝４の場合）等、すべての場合で極
性が列方向に１ドット毎に反転している１ドット反転駆動となっていることが分かる。
【００５３】
　以上実施形態に基づいて本発明を説明したが、本発明は上述した実施形態に限定される
ものではなく、本発明の要旨の範囲内で種々の変形や応用が可能なことは勿論である。例
えば、上述した実施形態では、１ドット反転駆動への適用例を示しているが、本実施形態
の手法は２ドット反転駆動等、他のドット反転駆動にも適用可能である。
【００５４】
　さらに、上記した実施形態には種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構
成要件の適当な組合せにより種々の発明が抽出され得る。例えば、実施形態に示される全
構成要件からいくつかの構成要件が削除されても、上述したような課題を解決でき、上述
したような効果が得られる場合には、この構成要件が削除された構成も発明として抽出さ
れ得る。
【符号の説明】
【００５５】
　１０…携帯電話機、１１…マイクロフォン、１２…アンテナ、１３…スピーカ、１４…
液晶表示装置、１５…操作部、１００…表示パネル、２００…走査ドライバ、３００…信
号ドライバ、４００…表示信号電圧生成回路

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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摘要(译)
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每个单元中，逐列布置的显示像素Pix经由薄膜晶体管通过第i行中的扫描
线G（i）的每行交替地连接到信号线S（j）。显示单元中最下行中的像
素和相对于前述单元在列方向上相邻的下一单元中的最上行中的显示像
素通过薄膜晶体管连接，使得显示像素分别布置在显示像素Pix在显示像
素Pix的相同列中逐列排列，插入信号线S（j）。在上述像素配置中，每
个单元反转显示信号电压的极性。Ž
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